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れまでに 2011-12 シーズン、2012-13 シーズン、2013-
14 シーズン、2014-15 シーズン、2015-16 シーズン、




今回は、2018-19 シーズン（以下 2018 年度）、2019-



























表３ 2019 集中スキー概要 
2019 集中スキー  
⽇程 2020 年 2 ⽉ 10 ⽇〜14 ⽇（４泊５⽇） 
場所 Mt.乗鞍 
宿泊先 ⼭⽔館信濃 
学⽣数＆講師数 学⽣数 91 名（男 47 名 ⼥ 44 名） 











日程 2020 年 2 月 10 日～ 14 日（４泊５日）
場所 Mt. 乗鞍
宿泊先 山水館信濃










学生数　82 名（男　40 名　女　42 名）
講師数　10 名（本部・個別対応含む）
























                 図２ IKR 調査回答用紙 
 
 
41 ナイフなどの刃 を、上手に使える 1 2 3 4 5 6
42 他人にあまり親切でない 1 2 3 4 5 6
43 長い距離を歩くことができる 1 2 3 4 5 6
44 お金や の無駄使いをしない 1 2 3 4 5 6
45 自 な発想ができる 1 2 3 4 5 6
46 季節の変化を感じることができる 1 2 3 4 5 6
47 自分のいいところ、悪いところをよく知らない 1 2 3 4 5 6
48 色々な動 や虫を、手で触ることができない 1 2 3 4 5 6
49 誰とでも仲良くできる 1 2 3 4 5 6
50 根気がない 1 2 3 4 5 6
51 自分のことが大好きである 1 2 3 4 5 6
52 自分からすすんで何でもやる 1 2 3 4 5 6
53 自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる 1 2 3 4 5 6
54 食べ の好き嫌いが多い 1 2 3 4 5 6
55 腹が立っても、おさえることができる 1 2 3 4 5 6
56 花や風景などの美しいものに、感動できる 1 2 3 4 5 6
57 いろいろなことに興味がある 1 2 3 4 5 6
58 やりたいことが、たくさんある 1 2 3 4 5 6
59 多くの人に好かれている 1 2 3 4 5 6
60 今の自分は、幸せだと思う 1 2 3 4 5 6
61 読み書きがしっかりできる 1 2 3 4 5 6
62 様々なことを実際に体験している 1 2 3 4 5 6
63 き を、とても大切にする 1 2 3 4 5 6
64 人の心の みがわかる 1 2 3 4 5 6
65 大人や年上の人と、うまく付き合える 1 2 3 4 5 6
66 自然の中の出来事に興味がある 1 2 3 4 5 6
67 とても い怪我をしても我慢できる 1 2 3 4 5 6
68 自分で食事が作れる 1 2 3 4 5 6
69 部屋の中でなく、外で遊ぶのが好きである 1 2 3 4 5 6
70 早寝早起きである 1 2 3 4 5 6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力有難うございました。
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「徳育的能力」の得点は、2018 年度は 1% 水準、
2019 年度は 5％水準で共に有意に増加していた。ｔ値








































容について⽐較をした結果を図７（2018 年度）、図８（2019 年度）に⽰した。 
 
 
分析の結果、「⼼理的社会的能⼒」の得点は、2018 年度、2019 年度共に 1％⽔準で有意
図８　2019「生きる力」を構成する各能力の実習前後の比較
位尺度８〜11）」、「⾝体的能⼒（下位尺度 12〜14）」の３つの能⼒について全体の得点の変
容について⽐較をした結果を図７（2018 年度）、図８（2019 年度）に⽰した。 
 
 

















（３） 中位尺度「徳育的能⼒」男⼥別（図 11、図 12） 
中位尺度である「徳育的能⼒（下位尺度８〜11）」男⼥別の得点の変容について⽐較した
結果を図 11（2018 年度）、図 12（2019 年度）に⽰した。 
 
図 12　2019 徳育的能力得点の実習前後の比較（男女）




























中位尺度である「身体的能力（下位尺度 12 ～ 14）」
男女別の得点の変容について比較した結果を図 13
（2018 年度）、図 14（2019 年度）に示した。
	
（４） 中位尺度「⾝体的能⼒」男⼥別（図 13、図 14） 
中位尺度である「⾝体的能⼒（下位尺度 12〜14）」男⼥別の得点の変容について⽐較し





（４） 中位尺度「⾝体的能⼒」男⼥別（図 13、図 14） 
中位尺度である「⾝体的能⼒（下位尺度 12〜14）」男⼥別の得点の変容について⽐較し




























（１） 下位尺度・全体（図 15、図 16） 
「⽣きる⼒」下位尺度の指標である各指標について全体の得点の変容について⽐較した
結果を図 15（2018 年度）、図 16（2019 年度）に⽰した。 
  
図 16　2019「生きる力」各指標の実習前後の比較      
分析の結果、2018 年度（図 15）について全体では、⾮依存（１%⽔準 t=3.26）、積極






2019 年度（図 16）について全体では、明朗性（１％⽔準 t＝2.86）、視野・判断（５％⽔






























（２） 下位尺度・男⼥別男性（図 17、図 18） 
下位尺度の各指標男性の得点の変容について⽐較した結果を図 17（2018 年度）、図 18
（2019 年度）に⽰した。 
       




（２） 下位尺度・男⼥別男性（図 17、図 18） 
下位尺度の各指標男性の得点の変容について⽐較した結果を図 17（2018 年度）、図 18
（2019 年度）に⽰した。 
       
































（３） 下位尺度・男⼥別⼥性（図 19、図 20） 
      






（３） 下位尺度・男⼥別⼥性（図 19、図 20） 
      



















































































ター論集 (22)		P.21 ～ 31
